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問1 弥生時代に現れた青銅器と、奈良時代に現れた和同開珎。これら2つの資料の使われ方や目的の違いを説明したものとして、最
も適切なものはどれですか。 （2014年　愛媛公立入試　類似）

1.  青銅器は狩猟の道具として実用
的に使われたが、和同開珎は死者
を弔うための副葬品として使われ
た。

2.  青銅器は主に祭りの道具などの
宝物として使われたが、和同開珎
は国家の権威を示し、建設費用を
まかなう等の目的で発行された。

3.  青銅器は大陸との貿易を円滑に
するための通貨であったが、和同
開珎は国内の物々交換を禁止する
ために作られた。

4.  青銅器は稲作の収穫効率を高め
る農具として使われたが、和同開
珎は寺院を建立する際の地面を固
める材料として使われた。

問2 18世紀半ばから19世紀末にかけてのロンドンでは、人口が約100万人から650万人近くへと垂直に近い角度で急増しました。
これに伴い、テムズ川の水質悪化が深刻な社会問題となりましたが、この時期に汚染が急速に進んだ背景として最も適切な説
明を選びなさい。 （2025年　島根公立入試　類似）

1.  急激な人口集中に対して下水道
などのインフラ整備が追いつか
ず、家庭からの生活排水が直接河
川に流れ込んだため。

2.  産業革命による工場建設が進ん
だことで、工場から排出される化
学物質を含んだ排水が主な汚染源
となったため。

3.  石炭の大量消費によって発生し
た硫黄酸化物が雨に溶け、強い酸
性雨となって河川の生態系を破壊
したため。

4.  世界的な気温上昇によってテム
ズ川の水量が減少し、もともと川
に含まれていた有害物質の濃度が
相対的に高まったため。

問3 日本の縄文時代において製作された「土偶」について、その目的や背景を説明した文として最も適切なものを選びなさい。
（2025年　京都公立入試　類似）

1.  自然の力への畏敬の念を持ち、
豊かな収穫やまじない、安産など
を祈るための道具として作られ
た。

2.  大規模な古墳が造られる中で、
亡くなった支配者の権力を象徴
し、その死後を守るための副葬品
として作られた。

3.  大陸から伝わった稲作技術が広
まる中で、収穫した稲を保存する
ための高床倉庫の装飾として作ら
れた。

4.  律令制度のもとで、成人男性が
都へ赴いて労働の代わりに納める
税の一種として、全国で均一に作
られた。

問4 紀元前2500年ごろ、現在のパキスタン付近を流れるインダス川流域で栄えた文明において使用され、石製の印章（印鑑）など
に刻まれているものの、現在も解読されていない文字を何といいますか。 （2017年　長崎県公立入試　類似）

1.  インダス文字 2.  楔形文字 3.  甲骨文字 4.  神聖文字（ヒエログリフ）

問5 奈良時代の日本に、西方のペルシアやインドなどの影響を受けた文化や工芸品がもたらされた背景を説明した文として、最も
適切なものはどれですか。 （2014年　沖縄公立入試　類似）

1.  遣唐使が派遣されたことで、当
時の唐にシルクロードを通じて流
入していた国際色豊かな文化や宝
物が日本に持ち帰られた。

2.  倭の五王が中国の南朝へ使いを
送ったことで、東南アジアの島々
を経由する「海の道」の貿易が活
発になり、工芸品が伝わった。

3.  勘合貿易の開始によって、明の
文化が琉球王国を経由して平城京
に運ばれ、正倉院のような建築物
に収められるようになった。

4.  朝鮮半島での白村江の戦いに勝
利した際、大陸から多くの技術者
や文化人が日本に渡来し、西方の
高度な工芸技術を伝えた。

問6 現在のペルーなどに見られる、精巧に組まれた石壁を特徴とするインカ帝国の遺構に関連して、この地域の歴史的背景を説明
した文として最も適切なものはどれですか。 （2024年　新潟県公立入試　類似）

1.  16世紀にスペインが侵攻して
帝国を征服し、植民地支配を通じ
て言語や宗教に大きな影響を与え
た。

2.  16世紀にポルトガルが大陸全
体を植民地化し、先住民の伝統的
な石造り技術をヨーロッパへ伝え
た。

3.  18世紀にスペインやイギリス
が勢力を争い、先住民を味方につ
けたイギリスがアンデス全域を支
配した。

4.  18世紀にオランダが先住民の
文明を保護する目的で進出し、キ
リスト教を禁止する政策をとっ
た。

問7 古代中国の黄河流域で栄えた文明について、出土した文字資料の特徴や背景を説明した文として、最も適切なものはどれです
か。 （2024年　長崎公立入試　類似）

1.  殷の都の跡から見つかった文字
は、現在の漢字の基となってお
り、主に亀の甲羅などに刻まれて
いた。

2.  メソポタミアで生まれた楔形文
字が東方に伝わり、粘土板の代わ
りに骨に刻まれるようになったも
のである。

3.  秦の始皇帝が文字の統一を行っ
た際に、動物の骨を再利用して新
しい文字体系を作ったものであ
る。

4.  周の時代に、青銅器の表面に文
字を鋳込む「金文」として始ま
り、後に骨に刻まれるようになっ
た。


